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そ
れ
を
活
用
し
た
補
助
事
業

が
報
告
さ
れ
、
そ
の
内
容
は

出
席
さ
れ
た
保
護
者
の
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
平
成
25
年
度
の
収
支

決
算
報
告
書
を
提
示
し
、
資

金
運
用
の
健
全
性
が
監
事
よ

り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
は
活
動
報
告
か
ら

審
議
事
項
へ
。
平
成
26
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
学
生
の
課
外
活
動
や
学
外
研
修
へ
の
援
助
、
さ
ら
に
資
格

取
得
や
受
験
対
策
へ
の
補
助
支
援
を
報
告
。
今
年
度
も
外
国
人

留
学
生
へ
の
援
助
を
含
め
、
各
種
補
助
事
業
の
継
続
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
保
護
者
懇
談
会
の
開
催
計
画
も
併

せ
て
発
表
さ
れ
、
全
て
の
計
画
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

充
実
し
た
内
容
に
よ
り
、
総
会
は
実
に
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

「
学
生
生
活
の
一
層
の
充
実
を
願
い
、
援
助
金
を
贈
呈
」

　

総
会
に
続
き
、
大
学
へ
の
「
援
助
金
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
役
員
が
出
席
す
る
な
か
、
代
表
と
し
て
桑
原
真
人

学
長
に
目
録
を
贈
呈
。
桑
原
学
長
は
「
50
周
年
に
向
け
、
今
後

と
も
後
援
会
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
て
、
ご
子
女
の
健
全
な
育
成
と
、

大
学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
後
援
会
は
す
で
に
今
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
、
今
後
も
大
学
お
よ
び
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

創
立
50
周
年
に
向
け
て
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成25年度事業活動及び平成26年度事業計画
平成25年度事業活動 平成25年度決算書

平成26年度収支予算

平成26年度事業計画
　札幌大学後援会では、在学生を支援の主たる対象とし、各種支援事業を平成26年度も継続してまいります。
・主な事業計画は次のとおりです。
　 ①後援会総会の開催（後援会活動活性化の観点から保護者懇談会【6月の札幌大学での開催】との同日開催）、②
札幌大学との共催による保護者懇談会の開催（会議費、旅費交通費等の運営経費を補助）、③学生への経済的支
援（1）課外活動への援助金（全国大会及びこれに準ずる大会等へ参加する部員への遠征費補助、文化系サークル
の活動費を補助）、（2）学外研修への援助金（国内外の宿泊研修、臨地研修等への参加者への資金）、（3）資格取得・
受験対策への援助金（能力開発センター開講講座の資格取得者への援助金、正課授業に係る資格の受験者への援
助金）、（4）外国人留学生への援助金（私費外国人留学生奨学金制度における資金補助）、（5）札幌大学奨学金制
度への援助金（成績優秀者に対する奨学金資金の援助、また23年度からは経済的困窮度を重視した生活支援奨学
金の援助）、（6）地域貢献活動への援助金（めぇーずの活動資金を補助）、（7）広報活動（『後援会だより』の発行）

（1）補助事業
　①課外活動への補助 単位：円

交付団体名 大会名 支出金額

サッカー部
第11回インデペンデンス全日本大学サッカーフェスティバル 151,200
第62回全日本大学サッカー選手権大会 107,100

女子サッカー部 第22回全日本大学女子サッカー選手権大会 44,100
男子バレーボール部 第32回東日本バレーボール大学選手権大会 132,300
女子バレーボール部 第60回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会 94,500
男子バスケットボール部 第65回全日本大学バスケットボール選手権大会 264,600
女子バスケットボール部 第65回全日本大学バスケットボール選手権大会 302,400
卓球部 第80回全日本大学総合卓球選手権大会(個人の部) 12,600
弓道部 第61回全日本学生弓道選手権大会 79,800

剣道部
第61回全日本学生剣道選手権大会 67,200
第61回全日本学生剣道優勝大会 67,200
第32回全日本女子学生剣道優勝大会 58,800

柔道部
平成25年度全日本学生柔道優勝大会 81,900
平成25年度全日本学生柔道体重別選手権大会 44,100
平成25年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会 94,500

準硬式野球部 第31回全日本大学９ブロック対抗準硬式野球大会 42,000
陸上競技部 第82回日本学生陸上競技対抗選手権大会 31,500
女子羽球部 第64回全日本学生バドミントン選手権大会 73,500

スケート部
第14回大学アイスホッケー交流戦苫小牧大会 210,000
第86回日本学生氷上競技会選手権大会 201,600

ソフトテニス部 第20回日本シングルスソフトテニス選手権大会 6,300

硬式庭球部
平成25年度全日本学生テニス選手権大会 18,900
第50回全日本学生室内テニス選手権大会 12,600

ゴルフ部
第67回日本学生ゴルフ選手権大会 16,800
第60回朝日杯争奪日本学生ゴルフ選手権 16,800

ラグビー部 第64回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 151,200
チアリーディング部 第25回全日本学生チアリーディング選手権大会 50,400
吹奏楽団 第61回全日本吹奏楽コンクール 189,000

20団体 小　計　　　2,622,900

交付団体名 文化系サークルの活動内容 支出金額
アマチュア無線部 道内を移動し無線の交信を行う 50,000 
ジャズ研究会 定期演奏会 50,000
写真部 市民ギャラリーでの写真展 50,000
書道部 札幌大学美術部との合同作品展 50,000
ユニセフネットワーク 健康づくりのためのウォーキング 10,000
美術部 札幌大学書道部との合同作品展 50,000 
軽音楽部 札幌国際大学との合同チャリティーライブ 50,000 
アビーロード音楽研究会 12月定期演奏会 50,000 
アニメーション部 50,000 
民俗音楽研究部 12月定期演奏会 50,000 

10団体 小　計　　　460,000

 課外活動への補助金合計　3,082,900円

　②札幌大学奨学金への援助 ..................................................................................10,000,000円

　③札幌大学学外研修援助金 ....................................................................................4,000,000円

　④札幌大学資格取得等奨励援助金 ...........................................................................2,000,000円

　⑤外国人留学生への援助 .......................................................................................5,500,000円

　⑥札幌大学大学祭への補助金 ......................................................................................50,000円

　⑦卒業祝賀会への補助金 ............................................................................................50,000円

　⑧札幌大学保護者懇談会に係る旅費への補助金 ..........................................................1,185,420円

　⑨札幌大学地域スポーツ・文化総合型クラブへの補助金 .................................................500,000円

 補助費支出合計　26,368,320円

（2）札幌大学保護者懇談会
開催地 開催日 参加人数

札　幌（札幌大学）   6月  8日（土） 197
札　幌（札幌大学）   9月22日（日） 153
釧　路（釧路東急イン）   9月  7日（土）   16
帯　広（帯広東急イン）   9月  8日（日）   19
北　見（北見ピアソンホテル）   9月14日（土）   14
旭　川（ロワジールホテル旭川）   9月15日（日）   16
青　森（青森グランドホテル） 10月  5日（土）     8
函　館（函館国際ホテル） 10月  6日（日）   25
苫小牧（グランドホテルニュー王子）   10月13日（日）   16

合　計 464

保護者懇談会は6月、9月〜10月に全道各地と東北で開かれます。

就職をはじめ、さまざまなご質問やご相談にもお応えしています。

（3）【広報活動について】
　　「後援会だより」を10月30日、3月31日付けの年２回発行

（4）札幌大学後援会総会
　　日時：平成２５年６月８日(土) 　場所：札幌大学　２２０４教室

（5）札幌大学後援会役員会
　〈第1回〉
　　日時：平成２５年５月２３日(木) 　場所：札幌大学　第１会議室
　〈第2回〉
　　日時：平成２５年６月８日(土)　場所：札幌大学　第１会議室
　〈第3回〉
　　日時：平成２５年８月２７日(火)　場所：札幌大学　第1会議室

平成25年度収支計算書（自平成25年4月1日　至平成26年3月31日） 単位：円
科　　目 予　　算 決 算 額 増 ・ 減

収入の部
前年度繰越金 62,783,587 62,783,587 0
第一種会員会費 33,000,000 33,850,000 850,000
第二種会員会費 180,000 192,000 12,000
第三種会員会費 0 0 0
利息 20,000 18,079 △ 1,921
基金取崩収入 0 0 0

合　計 95,983,587 96,843,666 860,079
支出の部
基金充当金 0 0 0
補助費 28,200,000 26,368,320 △ 1,831,680
消耗品費 70,000 23,798 △ 46,202
旅費交通費 450,000 346,920 △ 103,080
印刷費 1,070,000 1,021,860 △ 48,140
通信費 1,100,000 864,778 △ 235,222
支払手数料 50,000 9,711 △ 40,289
会議渉外費 1,970,000 1,417,808 △ 552,192
予備費 200,000 0 △ 200,000

小　計 33,110,000 30,053,195 △ 3,056,805
当年度収支差額（次年度繰越金） 62,873,587 66,790,471

合　計 95,983,587 96,843,666 860,079

平成25年度資産（現預金）・基金内訳表（平成26年3月31日現在） 単位：円
勘定科目 前年度繰越金 3月末 増　　減

《資産の部》
現金（事務室保管） 17,644 5,567 △ 12,077
普通預金（北海道銀行西岡） 47,008,846 50,893,857 3,885,011
普通預金（北洋銀行豊平） 15,757,097 15,891,047 133,950
基金（北海道銀行西岡） 26,000,000 26,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 20,000,000 20,000,000 0

資産合計 108,783,587 112,790,471 4,006,884
《基金の部》
基金（北海道銀行西岡） 26,000,000 26,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 20,000,000 20,000,000 0
収支差額（次年度繰越金） 62,783,587 66,790,471 4,006,884

基金合計 108,783,587 112,790,471 4,006,884

収入の部 単位：円
科　　目 平成25年度決算 平成26年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

前年度繰越金 62,783,587 66,790,471 4,006,884
第1種会員会費 33,850,000 30,000,000 △ 3,850,000 10,000円×3,000人＝30,000,000
第2種会員会費 192,000 180,000 △ 12,000 3,000円×60口
第3種会員会費 0 0 0
受取利息 18,079 20,000 1,921
基金取崩収入 0

合　　計 96,843,666 96,990,471 146,805

支出の部 単位：円
科　　目 平成25年度決算 平成26年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

補助費 26,368,320 28,100,000 1,731,680

札幌大学奨学金援助金
課外活動補助金・卒業祝賀会・大学祭
新入生学生奨励費
学外研修援助金・資格取得等奨励援助金
表彰
保護者懇談会（大学分旅費）
地域貢献費（札幌大学地域スポーツ）

消耗品費 23,798 70,000 46,202
事務用消耗品
コピー用紙

旅費交通費 346,920 450,000 103,080 役員会、保護者懇談会（地方）

印刷費 1,021,860 1,100,000 78,140

封筒作成
各種案内状
会報作成(後援会だより）
印字　
その他印刷

通信費 864,778 1,100,000 235,222
後援会だより発送作業･発送費２回分、会費納入案内   
役員会、総会案内・保護者懇談会等の案内他　　

支払手数料 9,711 50,000 40,289 会費納入振込手数料・業者への振込手数料

会議渉外費 1,417,808 1,970,000 552,192
役員会会議費、総会・札幌会場保護者懇談会参加者昼食費、地方会場費
祝儀等

予備費 0 500,000 500,000
小　　計 30,053,195 33,340,000 3,286,805

次年度繰越金 66,790,471 63,650,471
合　　計 96,843,666 96,990,471

編集後記
　この９月には、道内の石狩、空知、胆振の３地方に数十年に一度の災害に警戒を呼び掛ける大雨特別警報がありました。後援会員
の皆さまにおかれまして被害に遭われた方々には、心よりお見舞い申しあげます。
　昭和 42 年の大学開学当初には高度経済成長へと向かいつつあった日本社会も今では少子高齢化時代を迎え、本学においても過去
に 6,000 人を超えた在学生が、現在概ね 3,000 人となっています。当会が学生の学びを支援する効果は、大学の取り組みと相まって、
58,000 人を社会に送り出し、地域社会の充実と発展に寄与して参りました。
　第 43 号では、学内外のボランティア活動に取り組みつつ今夏の全国大会出場を果たした元気溌剌な陸上部をスクープしています。
また、大学は早くから海外留学を促進し、現在、海外 10 か国・地域 28 大学と交流協定を締結していることに注目し、さらなる交
流促進に向けて山㟢眞紀子教授のパシフィック大学オレゴン校の訪問記も盛り込みました。社会から大きな関心が寄せられる就職に
ついても、相応に自負できる就職率、また就職先に焦点をあてています。
　今後も後援会の視点で大学の情報を発信する際の参考とさせていただきますので、ぜひ皆さまの忌憚のないご意見やご感想をお寄
せいただければ幸いに存じます。

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
情
報
交
換
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
る

「
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
」
お
よ
び
「
保
護
者
懇
談
会
」
を
今
年

も
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
は
大
学
の
活
動
と
今
後
の
展
望
を

報
告
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
保
護
者
懇
談
会
は
ご
子
女
に
つ
い

て
情
報
交
換
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
大
勢

の
皆
さ
ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
当

日
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

「
昨
年
度
の
事
業
報
告
か
ら
今
年
度
の
計
画
を
発
表
、

全
て
の
活
動
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
」

　

総
会
は
定
刻
通
り
、
午
前
11
時
に
猪
狩
会
長
の
挨
拶
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
議
事
進
行
も
猪
狩
会
長
が
務
め
、
ま
ず
平
成
25

年
度
事
業
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
会
費
の
納
入
状
況
と
、

　
「
保
護
者
懇
談
会
」
は
後
援
会
総

会
と
同
日
の
午
後
1
時
よ
り
「
プ

レ
ア
ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
懇
談
会
に
は
主
に
大
学
3
、

4
年
生
の
保
護
者
の
方
を
中
心
に

お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
昨
年
か
ら
札
幌
大
学
へ
の
入
学

を
検
討
さ
れ
て
い
る
高
校
生
の
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
懇
談
会
は
桑
原
学
長
と
後
援
会
の
猪
狩
会
長
の

挨
拶
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
大
学
生
活
全
般
の
説
明
と
就
職
状

況
お
よ
び
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
よ
り
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
関
心
が
高
い
就
職

状
況
説
明
会
で
は
、
担
当
者
よ
り
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
向
け
、

複
雑
化
・
多
様
化
し
た
就
職
活
動
に
取
り
組
む
学
生
に
対
す
る

「
理
解
と
見
守
り
」
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
の
積
極
的
な
利
用
を
促
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
年
月
の
経
過
と
と
も
に
風
化
が
懸
念
さ
れ
る
東
日
本

大
震
災
に
対
す
る
持
続
的
な
支
援
が
「
震
災
復
興
支
援
リ
ム

デ
ィ.
11
」
よ
り
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
学
生
F
D
委

員
会
か
ら
、
学
生
に
よ
る
学
生
の
た
め
の
授
業
改
善
活
動
と
し
て

「
札
大
お
こ
し
隊
」
の
画
期
的
な
試
み
が
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
、
保
護

者
の
皆
さ
ま
が
興
味
深
く
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
る
様
子
が
印
象

的
で
し
た
。

　

最
後
に
、
札
幌
大
学
の
新
し
い
施
設
と
し
て
「
札
幌
大
学
イ
ン

タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
S
U
I
C
C
）」
や
「
女
性

専
用
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
（
S
W
I
T
C
H
）」
が
紹
介
さ
れ
、
地
域

と
と
も
に
歩
む
札
幌
大
学
の
幅
広
い
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
学
部
別
に
個
別
面
談
が
開
か
れ
、
ご
子
女
の
現
在
の

成
績
と
日
頃
の
学
生
生
活
、
さ
ら
に
就
職
に
関
す
る
希
望
や
活

動
状
況
な
ど
、
保
護
者
と
教
職
員
と
の
間
で
熱
心
な
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
は
9
月
と
10
月
に
も
道
内
各
地
お
よ

び
東
北
に
お
い
て
も
開
催
し
、
多
く
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

平
成
26
年
度
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
及
び
保
護
者
懇
談
会

札
幌
大
学
後
援
会
総
会

日
時
／
平
成
26
年
6
月
7
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

会
場
／
札
幌
大
学
2
2
0
4
教
室

新しく広報委員長に就任された「北崎義弘」氏

保
護
者
の
皆
さ
ま
と
大
学
を
結
び
、
大
学
の
今
と
学
生
の
明
日
を
語
る
！

平
成
26
年
度
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
、
保
護
者
懇
談
会

札
幌
大
学
保
護
者
懇
談
会

日
時
／
平
成
26
年
6
月
7
日
（
土
）
午
後
1
時
〜

会
場
／
札
幌
大
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル
ほ
か

■全体説明の内容について
○やる気の出る制度＜本人次第ではチャンスがたくさ

ん！！＞高校では勉強する機会がなかった子でも、まだま

だやり直せるチャンスがある大学だと感じました。本学

にさせて良かったと実感。

　　
■保護者懇談会または本学について
○４年生の親ですが、希望する就職の内定もとれました

し、部活もがんばれましたし、とても充実した学生生活

をおくれました。札幌大学にとても感謝しております。

札幌大学を選んで本当に良かったと思っています。ただ、

高校に対して札大の CMが足りないと思います。

　　
■個別懇談での説明・対応について
○不安に思っていたことを丁寧に説明していただいて、

安心できました。これからもよろしくお願いいたします。

○地方から参加したが、アドバイザーの先生と話が出来

てよかった。

参加された保護者の声

札幌大学後援会総会

保護者懇談会

保護者アンケート

後援会会長あいさつ………………1面

課外活動報告（陸上競技部）

役員改選

文化系サークル補助金交付式……2面

パシフィック大学オレゴン校訪問記

就職状況………………………………3面

平成25年度事業活動及び

平成26年度事業計画………………4面

C　O　N　T　E　N　T　S

昨年の懇談会の様子（札幌）

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
後
援
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
2
0
0
1

年
度
以
降
長
き
に
亘
っ
て
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
対
馬
徳
昭

氏
に
代
わ
っ
て
、
昨
年
度
か
ら
後
援
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
猪
狩
哲
夫
と
申
し
ま
す
。
私
自
身
、
札
幌
大
学
の
卒
業
生
で
、

こ
の
よ
う
な
形
で
母
校
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大

変
光
栄
な
こ
と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、
大
学
は
1
9
6
7
年
創
立
以
来
、
今
年
で

47
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
会
と
し
ま
し
て
も
、
創
立
50
周
年

の
記
念
す
べ
き
時
代
に
向
け
、
前
述
の
取
り
組
み
が
、
目
に
見
え

た
形
で
着
実
に
進
化
を
遂
げ
る
こ
と
で
、
新
生
「
札
大
」
と
し
て

実
を
結
ぶ
こ
と
を
切
に
願
い
、
大
学
と
の
連
携
に
努
め
る
所
存
で

す
。

　
一
方
、
平
成
元
年
に
設
立
し
た
本
学
後
援
会
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
父
母
の
皆
様
に
よ
る
ご
尽
力
に
よ
り
運
営
し
今
年
で
26
年

を
迎
え
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
子
女
に
対
す
る
支
援
事
業
と

し
て
、
⑴
札
幌
大
学
奨
学
金
制
度
、
⑵
学
外
研
修
援
助
金
制
度
、

⑶
資
格
取
得
等
奨
励
援
助
金
制
度
へ
の
資
金
支
援
、
⑷
課
外
活

動
に
お
け
る
全
国
大
会
等
出
場
時
の
遠
征
費
補
助
、
⑸
外
国
人

留
学
生
へ
の
修
学
費
援
助
等
を
基
本
線
と
し
て
、
相
応
の
成
果
に

繋
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
後
援
会
事
業
の
重
要
な
柱
の
一つ
と

し
て
「
保
護
者
懇
談
会
」
を
札
幌
大
学
の
ほ
か
に
、道
内
６
会
場
、

東
北
１
会
場
で
実
施
、
さ
ら
に
は
年
２
回
発
信
す
る
「
後
援
会

だ
よ
り
」
で
多
方
面
の
支
援
状
況
等
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

諸
事
業
を
展
開
す
る
後
援
会
の
役
割
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
と

大
学
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
札
幌
大
学
の
伝
統
と

特
色
を
堅
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
も
会
員
の
皆
様
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
ご
子
女
が
多
方
面
で
充
実
し
た
大
学
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
在
学
生
一
人
ひ
と
り
は
も
ち
ろ
ん
、
会

員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
保
護
者
の
視
点
で
有
意
義
な
後
援
会
と

な
る
よ
う
、
こ
の
1
年
間
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

左から桑原学長、猪狩後援会会長、佐藤理事長

後
援
会
会
長 

あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　

会
長　

猪
狩　

哲
夫

◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
札
幌
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
1
9
7
0
年
度
卒
業

　
株
式
会
社
キ
ム
ラ 

相
談
役
　
　
株
式
会
社
ジ
ョ
イ
フ
ル
エ
ー
ケ
ー 

常
勤
監
査
役
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待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
先
生
は
早
速
、
札
幌
圏

大
学
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
の
複
数
校
の
学
生

を
集
め
て
同
校
に
送
り
出
す
計
画
を
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

大
学
の
4
年
間
は
人
生
の
中
で
最
も
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
吸
収
で
き
る
年
代
。
そ
れ
だ
け
に

山
﨑
教
授
か
ら
、「
国
内
に
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
経
験
で
き
ま
す
が
、
海
外
に
飛
び
出
し
、

異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
人
と
し
て
の
枝

葉
を
広
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
幹
と
な
り
得
る

も
の
。
掛
け
替
え
の
な
い
経
験
に
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
是
非
一
歩
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
に
述
べ
た
通
り
、
本
学
で
は
留
学
に
関
す

る
下
支
え
を
行
っ
て
お
り
、
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
態

勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
札
幌
圏
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
も
留
学
や
語
学
研
修
に
お
け
る
安
全
管
理

に
関
す
る
研
修
会
も
度
々
行
わ
れ
、
国
際
交
流

に
関
わ
る
教
職
員
は
常
に
新
た
な
情
報
を
手
に

入
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
本
学
で
は
、
学
生
が
留
学
に
当
た
っ
て
躊
躇

し
て
し
ま
う
要
因
で
あ
る
単
位
互
換
制
度
の
整

備
や
奨
学
金
の
支
給
、
協
定
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
や
周
辺
環
境
を
注
意
深
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
生

活
相
談
に
も
応
じ
る
な
ど
、
留
学
に
関
す
る
不

安
や
煩
雑
な
準
備
を
取
り
除
き
、
安
心
・
安
全

な
留
学
生
活
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
私
自
身
も
今
回
訪
米
し
て
ア
メ
リ
カ
人
の
心

の
ゆ
と
り
と
い
う
か
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
応
対
に

感
動
し
ま
し
た
。
国
家
対
国
家
と
い
っ
た
大
き

な
単
位
で
は
な
く
、
先
ず
は
身
近
な
友
だ
ち
づ

く
り
。
外
国
の
友
が
話
し
て
い
る
言
葉
を
理
解

し
た
い
、
そ
ん
な
目
的
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
が
留
学
し
て
良
か
っ
た
と
喜
ん
で
く
れ
る
、

そ
ん
な
笑
顔
を
想
像
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

と
山
﨑
教
授
。
保
護
者
の
皆
様
に
も
ご
子
女
の

背
中
を
押
し
て
ほ
し
い
と
言
い
ま
す
。
本
学
の

充
実
し
た
留
学
制
度
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国際化の進展した現代社会では、日本語だけではなく、世界のさまざ
まな言語と文化を学んでいく必要に迫られています。留学はその最大
のチャンスと言えるでしょう。本学は世界各国の大学と交流協定を結ん
でおり、留学の可能性が広がっています。
そこで今回は、国際交流を担当している山﨑教授に、大学側の取り組
みとサポート態勢についてお聞きしました。

「全国で戦えるチームづくりを！」。そんなスローガンを掲げて練習を重ねてきた札幌大学陸上
競技部が今年、北海道インカレにおいて5種目で優勝を飾り、日本インカレへ14名もの選手を
送り出すことになりました。今回はその強さの秘密に迫ります。

　

広
く
世
界
に
目
を
向
け
、
国
際
感
覚
を
養
っ

て
も
ら
お
う
と
、
札
幌
大
学
で
は
早
く
か
ら
海

外
留
学
を
促
進
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
本
学
は
、

ア
メ
リ
カ
や
中
国
、
韓
国
な
ど
海
外
10
カ
国
・

地
域
28
大
学
と
交
流
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
学
生
が
海
外
に
旅
立
っ
て
き
ま

し
た
。
一
方
、
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
学
生
が

本
学
へ
の
留
学
を
果
た
し
て
お
り
、
日
本
語
お

よ
び
日
本
の
文
化
を
幅
広
く
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
交
換
留
学
の
促
進
に
当
た
っ
て
い
る
の

が
、
副
学
長
補
の
山
﨑
眞
紀
子
教
授
で
す
。
先

生
は
国
際
交
流
担
当
と
し
て
、
海
外
の
大
学
と

の
交
流
協
定
に
基
づ
く
学
生
の
派
遣
と
受
け
入

れ
、
そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
協
定
校
と
の
交
換
留
学
や
語
学
研
修

な
ど
具
体
的
な
交
流
方
法
を
考
え
る
と
と
も
に
、

大
学
間
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
自
信
を
持
っ

て
薦
め
ら
れ
る
留
学
制
度
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
」。

　

し
か
し
近
年
、
留
学
制
度
を
利
用
す
る
学
生

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
本
学
は
協
定
校

と
の
よ
り
強
固
な
交
流
促
進
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
折
し
も
本
年
は
、
札
幌
市
と
米
国
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
市
の
姉
妹
都
市
提
携
55
周
年
に
あ
た

り
、
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
札
幌
国
際
プ
ラ

ザ
主
催
の
視
察
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

に
札
幌
圏
大
学
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
幹
事

長
と
し
て
山
﨑
教
授
が
視
察
に
参
加
さ
れ
ま
し

た
。　

　

札
幌
圏
大
学
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、

札
幌
圏
の
22
の
大
学
が
結
集
し
て
学
生
の
留
学

や
海
外
と
の
学
生
交
流
を
活
発
に
し
て
い
く
組

織
。
国
際
プ
ラ
ザ
が
事
務
局
を
負
担
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
記
念
行
事
に
参
加
し
た
目
的
の
一つ

に
本
学
が
協
定
を
結
ん
で
い
る
協
定
校
の
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
大
学
オ
レ
ゴ
ン
校
の
あ
る
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
と
い
う
街
全
体
の
雰
囲
気
を
掴
ん
で
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。「
週
末
に
は
バ
ス
を
利
用
し

て
本
学
の
留
学
生
も
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
街
中
に

遊
び
に
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
街
は
学
生
を
育

て
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
環
境
な
の
か
こ
の
目
で

確
か
め
た
か
っ
た
の
で
す
。

　

札
幌
市
の
姉
妹
都
市
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

留
学
を
促
進
す
べ
き
地
域
と
は
思
っ
て
は
い
ま

し
た
が
、
予
想
以
上
に
美
し
く
安
全
で
文
化
の

香
り
も
高
い
都
市
で
あ
り
、
安
心
し
て
送
り
出

せ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。」
と
山
﨑
教
授
は

言
い
ま
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
近
郊
に
建
つ
同

校
と
本
学
は
、
平
成
23
年
に
協
定
校
と
し
て
の

書
面
を
交
わ
し
ま
し
た
が
、
未
だ
交
換
留
学
が

行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
「
オ
レ
ゴ
ン
校
で
は
、
日
本
へ
の
留
学
経
験
が

あ
る
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
学

内
見
学
の
好
機
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

は
大
変
美
し
く
、
寮
を
中
心
に
内
部
ま
で
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
地
は
治
安
も
良

く
、
学
生
街
も
あ
っ
て
、
周
辺
環
境
は
と
て
も

快
適
で
し
た
」
と
、
先
生
は
同
校
の
素
晴
ら
し

さ
を
確
認
。
さ
ら
に
、「
語
学
教
育
の
メ
ソ
ッ
ド

が
素
晴
ら
し

く
、
先
ず
は

短
期
語
学
研

修
に
参
加

し
、
留
学
へ

の
興
味
や
語

学
を
学
ぶ
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
し
て
ほ

し
い
」
と
期

地域共創学群　教授　副学長補

博士（文学）　山﨑 眞紀子 さん

　

後
援
会
で
は
体
育
会
系
だ
け
で
は
な
く
、
文

化
連
合
会
所
属
の
サ
ー
ク
ル
に
対
し
て
も
補
助
・

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
、補
助
申
請
の
あ
っ

た
サ
ー
ク
ル
は
5
団
体
。
そ
の
各
サ
ー
ク
ル
に

対
象
と
し
た
補
助
金
交
付
式
が
今
年
も
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
式
は
後
援
会
役
員
の
紹
介
か
ら
始

ま
り
、
続
い
て
猪
狩
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
ま
し

た
。
会
長
は
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
を
前
に
「
今

年
は
皆
さ
ん
に
一
生
懸
命
が
カ
ッ
コ
い
い
と
い
う

言
葉
を
贈
り
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
言
葉
の
意
味
は
、

”ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
“と

言
わ
れ
る
昨
今
、
日
本

の
伝
統
的
な
文
化
や
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
評
価

さ
れ
、
見
直
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
例
に
出
し
、

そ
の
背
景
に
真
面
目
に

取
り
組
ん
で
き
た
職
人

学
生
生
活
の
一
層
の
充
実
を
願
い
、
課
外
活
動
を
援
助

文
化
系
サ
ー
ク
ル
補
助
金
交
付
式
　
　
　

日
時
／
平
成
26
年
6
月
24
日
（
火
）　
午
後
12
時
〜

会
場
／
第
一
会
議
室

た
ち
の
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

職
人
た
ち
の
真
摯
な
姿
勢
が
”ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
“と
評
価
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
課

外
活
動
に
励
む
学
生
諸
君
も
カ
ッ
コ
い
い
と
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
真
面

目
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
希
望
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

補
助
金
の
交
付
に
対
し
、
大
学
を
代
表
し
て

鈴
木
副
学
長
が
感
謝
の
辞
を
述
べ
ら
れ
、
続
い

て
各
サ
ー
ク
ル
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

各
代
表
は
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、
援
助
金
を

有
効
利
用
す
る
こ
と
を
誓
い
、
式
は
無
事
終
了
。

後
援
会
で
は
今
後
も
課
外
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
、
多
く
の
団
体
か
ら

の
申
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成26年度　文化系サークル補助金交付式

　
　

　
「
選
手
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
部
員
同
士
が

切
磋
琢
磨
す
る
な
か
か
ら
個
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
ま
し
た
」
と
、
森
監
督
に
陸
上
部

が
取
り
組
ん
で
き
た
強
化
策
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
の
通
り
、
本
学
陸
上
部

は
「
課
外
活
動
推
薦
」
に
よ
っ
て
、
全
道
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
陸
上
経
験
者
を
中
心
に
、
練
習

メ
ニ
ュ
ー
の
質
と
量
を
ア
ッ
プ
。

　

主
将
を
務
め
る
長
谷
川
さ
ん
は
、「
札
大
陸
上

部
と
い
う
一つ
の
チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
す
が
、
個

人
競
技
が
主
な
の
で
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

て
練
習
し
て
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
練
習
内
容
に
つ
い
て
は
、
監
督
が
自
分
た

ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
く
れ
る
の
で
、
体
調

や
目
標
に
沿
っ
た
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
」。

　

副
主
将
の
織
江
さ
ん
は
、「
特
に
冬
期
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
面
を
強
化
で
き
た
こ
と
が
良
い
結
果

に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
補
足
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
特
に
試
合
前
は
自
分
な
り
に
調
整
し

た
い
と
思
う
部
分
が
あ
る
の
で
す
が
、
監
督
と

話
し
合
っ
て
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
そ
う
し
た
部
の
雰
囲
気
が
大
き
い
で
す
ね
」

と
小
堀
さ
ん
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
な
か
で
唯
一の
2
年
生
、
芥

川
さ
ん
は
「
普
段
は
和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
い

る
ん
で
す
が
、
練
習
に
な
る
と
切
り
替
え
て
真

剣
に
や
っ
て
い
ま
す
」。
そ
れ
も
陸
上
部
の
強
さ

を
語
る
上
で
は
ず
せ
な
い
要
因
だ
と
言
い
ま
す
。

　

森
監
督
は
、「
今
回
我
が
陸
上
部
は
、
男
子

1
0
0
M
、
2
0
0
M
、
4
0
0
M
の
個
人
種
目

の
ほ
か
に
、
男
子
4
×
1
0
0
M
と
、
4
×

4
0
0
M
の
リ
レ
ー
で
も
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
本
学
と
し
て
24
年
ぶ
り
の
快

挙
で
す
。
走
順
は
選
手
の
個
性
を
見
き
わ
め
、

ま
た
、
ラ
イ
バ
ル
校
の
走
順
も
意
識
し
な
が
ら
、

一
走
に
は
一
走
の
、
二
走
に
は
二
走
に
適
し
た
選

手
を
選
び
ま
し
た
。
こ
れ
が
見
事
に
ハ
マ
り
ま
し

た
ね
。
期
待
ど
お
り
の
働
き
を
各
走
順
で
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。」

　
「
監
督
は
そ
れ
だ
け
私
た
ち
選
手
一
人
ひ
と
り

を
よ
く
見
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と

長
谷
川
さ
ん
の
言
う
通
り
、
今
回
の
優
秀
な
成

績
の
背
景
に
は
緻
密
な
戦
略
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

陸
上
部
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
背
景
に
あ

る
も
の
は
、
練
習
質
量
の
ア
ッ
プ
と
戦
略
面
の

成
功
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陸
上

部
の
決
ま
り
ご
と
と
し
て
、
森
監
督
は
4
つ
の

約
束
を
部
員
に
守
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

第
一に
授
業
を
疎
か
に
し
な
い
こ
と
。
こ
れ
は

学
生
の
本
分
は
あ
く
ま
で
学
業
に
あ
る
と
捉
え
、

成
績
不
良
の
も
の
は
練
習
に
参
加
さ
せ
な
い
と

い
う
線
引
き
を
し
て
い
ま
す
。
第
二
に
言
葉
づ

か
い
や
礼
儀
を
重
ん
じ
る
こ
と
。
部
活
動
を
通

し
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
相
応
し
い
態
度
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
考
え
か
ら
、
特
に

厳
し
い
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
第

三
に
大
学
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
。
部
員
は
学
業
や
練
習
の
合
間

に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
総
合
型
ク
ラ
ブ
「
め
ぇ
〜

ず
」
の
主
催
す
る
交
流
活
動
や
地
域
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
に
自
主
的
に
参
加
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

長
谷
川
さ
ん
と
織
江
さ
ん
は
、「
交
通
安
全
旗

振
り
や
豊
平
お
も
し
ろ
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
な
ど
、
さ

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
す
る
一
方
で
、　

個
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
も
！

リレーを含む5種目で優勝し、
全国大会に14人が出場！　
北海道から旋風を起こす大活躍を！！

平
成
25
年
度
卒
業
生
の
求
人
状
況
・
就
職
状
況

■就職決定状況
　大学の内定率は86.0%で、昨年度比2.9ポイントの増加とな

り、厳しい就職環境にありながらも、改善する傾向を示す結果

となっています。

　また、卒業者数906人に占める就職者数（582人）の割合は、

64.2%（昨年度比5.8ポイント増）です。

　短大の就職決定率は94.4%となり、昨年度比で5.1ポイント

の増加です。

■業種別就職比率
　大学は、サービス業28.4%（昨年22.1%）、小売業18.9%（昨

年22.7%）、公務員・教員11.3%（昨年10.8%）、卸売業10.8%（昨

年14.2%）において２桁の割合を示しています。

　短大は、金融・保険業29.4%（昨年20.0%）、小売業23.5%

（昨年32.0%）、サービス業23.5%（昨年28.0%）において２桁

の割合となっています。

■求人件数
　大学を対象とする求人件数の総数は2,927件（昨年2,636

件）、うち道内企業の求人件数も794件（昨年689件）と増加

しました。

　短大においても、1,486件（昨年1,296件）、うち道内企業の

求人件数が455件（昨年386件）となり、就職希望者の数か

ら見ると短大生にとっては明るい求人内容となりました。

■平成26年 3月卒業生の主な就職先

■業種別就職比率（平成25年度）

小売業　18.9%(110人 )

建設業　1.2%(7 人 )

農林漁業 /鉱業　0.5%(3 人 )

サービス業　28.4%(165人 )

小売業　23.5%(4 人 )

公務員・教員　11.3%(66人 )

金融・保険業　29.4%(5 人 )

卸売業　10.8%(63人 )

サービス業　23.5%(4人)

建設業　5.9%(1 人 )

製造業　5.9%(1 人 )

情報通信業　5.9%(1 人 )

公務員・教員　5.9%(1 人 )

不動産業　7.6%(44人 )

製造業　6.5%(38人)

金融・保険業　5.5%(32人 )

情報通信業　5.2%(30人)

運輸・郵便業　4.1%(24人)

［大学］582人

［短大］17人

■就職決定状況（大学）

経
済

外

　国

　語

経

　営

法

文

　化

経　　　済

英　　　語

ロシア語

経　　　営

ビジネスコミュ
ニケーション

日本語・
日本文化

法

自 治 行 政

文　　　化

合　　　計

172 142 123 86.6% 81.2%

79 67 60 89.6% 87.3%

12 7 6 85.7% 80.0%

264 191 167 87.4% 84.8%

1 0 0 0.0% 100.0%

165 138 123 89.1% 83.2%

1 0 0 0.0% 50.0%

1 1 0 0.0% 0.0%

211 131 103 78.6% 81.0%

906 677 582 86.0% 83.1%

卒　　業
者　　数

就　　職
希望者数

就　　職
決定者数

就　　職
決 定 率

前 年 度
就職決定率

区分
学部学科

■就職決定状況（女子短期大学部）

英　　　文

経　　　営

合　　　計

9 7 6 85.7% 75.0%

19 11 11 100.0% 91.7%

28 18 17 94.4% 89.3%

卒　　業
者　　数

就　　職
希望者数

就　　職
決定者数

就　　職
決 定 率

前 年 度
就職決定率

区分
学科

注1）：決定率の算出方法は、就職決定者数を就職希望者数で割ったものである。

（平成26年3月31日現在）

（平成26年3月31日現在）

(株 ) 北洋銀行／ (株 ) 北海道銀行／札幌中央信用組合／東日本旅客鉄道 (株 ) ／北
海道旅客鉄道 (株) ／北海道エア・ウォーター (株) ／北海道キリンビバレッジ (株)
／ (株) 柳月／イオン北海道 (株) ／ (株) ツルハ／ (株) サッポロドラッグストアー
／ (株) 東急百貨店／北海道空港 (株) ／ＡＮＡ新千歳空港 (株) ／ (株)ＪＡＬスカ
イ札幌／ (株 ) エイチ・アイ・エス／ (株 )ＪＴＢ北海道／ (株 ) 日本旅行北海道／
生活協同組合コープさっぽろ／日本郵便 (株) ほか

(株 ) 北洋銀行／ (株 ) 北海道銀行／札幌中央信用組合／ (株 ) 札幌丸井三越／ (株 )
ＪＴＢ札幌ビジネスセンター／ (株 ) サッポロドラッグストアー／ (株 ) グランビ
スタホテル＆リゾート／ (株) 羽田エアポートエンタープライズ／社団法人札幌ゴ
ルフ倶楽部／ (株)ＲＭＣ／ (株) ヤシマ商会／ (株) イシカリデリカほか

大

　
　学

短

　
　大

後
援
会
役
員
改
選
の
お
知
ら
せ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
学
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
年
齢
層
の
方
と
交
流
で
き
る
の
で
、
社
会

性
と
い
う
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
身

に
付
き
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

小
堀
さ
ん
芥
川
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
と
触

れ
合
っ
た
、『
か
け
っ
こ
教
室
』
が
印
象
に
残
っ

て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。
特
に
芥
川
さ
ん
は
、

「
2
年
連
続
で
参
加
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
昨
年

コ
ー
チ
し
た
子
ど
も
が
、
速
く
走
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
報
告
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も

参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
走
る
楽
し
さ
を
伝

え
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
。

　

そ
し
て
4
つ
目
の
決
ま
り
は
、「
周
囲
へ
の
感

謝
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
、
今
自
分
た
ち

が
陸
上
に
専
念
で
き
て
い
る
の
は
、
周
囲
の
理
解

と
応
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
い
う
事
実
を
自
覚
し

て
ほ
し
い
。
今
回
、
後
援
会
さ
ま
に
、
こ
の
よ
う

に
紙
面
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
そ
し

て
全
国
大
会
の
遠
征
の
際
に
補
助
金
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
の
今
回
の
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
後
援
会
さ
ま
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
の
ご
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。」

と
森
監
督
は
言
い
ま
す
。
陸
上
部
の
強
さ
は
、

こ
う
し
た
真
摯
な
姿
勢
か
ら
も
培
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
全
国
大
会
で
の
決
勝
進
出
。

全
国
で
戦
え
る
走
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
全

員
が
口
を
揃
え
ま
す
。
24
年
ぶ
り
の
好
成
績
を

機
に
、
陸
上
部
の
新
た
な
伝
統
が
今
、
改
め
て

築
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

文化学部文化学科3年生

主将　長谷川 隼人 さん

競
技
だ
け
で
な
く
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る

礼
儀
や
知
識
を
徹
底
指
導
！！

経営学部経営学科3年生

副主将　織江 勇汰 さん

地域共創学群経営学専攻2年生

芥川 翔太 さん

経営学部経営学科3年生

小堀 凌 さん

学生支援オフィス　学生担当・FD担当
課外活動支援室担当

監督　森 義郎 さん

語
学
教
育
に
お
い
て
高
い
レ
ベ
ル
を
誇
る

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学
オ
レ
ゴ
ン
校
を
訪
問

交換留学促進に向け、
パシフィック大学オレゴン校を訪問！！

留
学
は
人
生
の
枝
葉
で
は
な
く
、

幹
を
育
て
る
貴
重
な
機
会

新副会長

宮本  みどり さん

新副会長

太細　博文 さん

インターナショナルスチューデントアドバイ
ザーのメーガン・セレンコさんと

　

平
成
26
年
度
、
札
幌
大
学
後
援
会
の
役
員
は
左
記
の
よ
う
に
改
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

札幌大学後援会役員名簿

平成26年６月7日開催の後援会総会における決議により、次の方 が々役員を退任されました。
旧役員の皆さまには、これまで大変長きにわたりご尽力賜りましたこと、心より感謝申しあ
げます。

役　職

会　長

副会長

〃

〃

〃

監事

〃

運営委員

〃

〃

氏　名

猪　狩　哲　夫
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北　崎　義　弘
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戸　井　敏　夫

三ツ木　芳　夫

酒　井　春　樹

寒河江　正  人

上　野　洋　子

担　当

総括・財務

事　業

広　報

〃

事　業

事　業

〃

広　報

副 会 長　土　谷　　　享

副 会 長　下　澤　敏　也

運営委員　野　橋　孝　実

副 会 長　福　井　敬　悟
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待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
先
生
は
早
速
、
札
幌
圏

大
学
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
の
複
数
校
の
学
生

を
集
め
て
同
校
に
送
り
出
す
計
画
を
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

大
学
の
4
年
間
は
人
生
の
中
で
最
も
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
吸
収
で
き
る
年
代
。
そ
れ
だ
け
に

山
﨑
教
授
か
ら
、「
国
内
に
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
経
験
で
き
ま
す
が
、
海
外
に
飛
び
出
し
、

異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
人
と
し
て
の
枝

葉
を
広
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
幹
と
な
り
得
る

も
の
。
掛
け
替
え
の
な
い
経
験
に
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
是
非
一
歩
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
に
述
べ
た
通
り
、
本
学
で
は
留
学
に
関
す

る
下
支
え
を
行
っ
て
お
り
、
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
態

勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
札
幌
圏
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
も
留
学
や
語
学
研
修
に
お
け
る
安
全
管
理

に
関
す
る
研
修
会
も
度
々
行
わ
れ
、
国
際
交
流

に
関
わ
る
教
職
員
は
常
に
新
た
な
情
報
を
手
に

入
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
本
学
で
は
、
学
生
が
留
学
に
当
た
っ
て
躊
躇

し
て
し
ま
う
要
因
で
あ
る
単
位
互
換
制
度
の
整

備
や
奨
学
金
の
支
給
、
協
定
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス

内
や
周
辺
環
境
を
注
意
深
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
生

活
相
談
に
も
応
じ
る
な
ど
、
留
学
に
関
す
る
不

安
や
煩
雑
な
準
備
を
取
り
除
き
、
安
心
・
安
全

な
留
学
生
活
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
私
自
身
も
今
回
訪
米
し
て
ア
メ
リ
カ
人
の
心

の
ゆ
と
り
と
い
う
か
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
応
対
に

感
動
し
ま
し
た
。
国
家
対
国
家
と
い
っ
た
大
き

な
単
位
で
は
な
く
、
先
ず
は
身
近
な
友
だ
ち
づ

く
り
。
外
国
の
友
が
話
し
て
い
る
言
葉
を
理
解

し
た
い
、
そ
ん
な
目
的
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
が
留
学
し
て
良
か
っ
た
と
喜
ん
で
く
れ
る
、

そ
ん
な
笑
顔
を
想
像
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
」

と
山
﨑
教
授
。
保
護
者
の
皆
様
に
も
ご
子
女
の

背
中
を
押
し
て
ほ
し
い
と
言
い
ま
す
。
本
学
の

充
実
し
た
留
学
制
度
を
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国際化の進展した現代社会では、日本語だけではなく、世界のさまざ
まな言語と文化を学んでいく必要に迫られています。留学はその最大
のチャンスと言えるでしょう。本学は世界各国の大学と交流協定を結ん
でおり、留学の可能性が広がっています。
そこで今回は、国際交流を担当している山﨑教授に、大学側の取り組
みとサポート態勢についてお聞きしました。

「全国で戦えるチームづくりを！」。そんなスローガンを掲げて練習を重ねてきた札幌大学陸上
競技部が今年、北海道インカレにおいて5種目で優勝を飾り、日本インカレへ14名もの選手を
送り出すことになりました。今回はその強さの秘密に迫ります。

　

広
く
世
界
に
目
を
向
け
、
国
際
感
覚
を
養
っ

て
も
ら
お
う
と
、
札
幌
大
学
で
は
早
く
か
ら
海

外
留
学
を
促
進
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
本
学
は
、

ア
メ
リ
カ
や
中
国
、
韓
国
な
ど
海
外
10
カ
国
・

地
域
28
大
学
と
交
流
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
学
生
が
海
外
に
旅
立
っ
て
き
ま

し
た
。
一
方
、
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
学
生
が

本
学
へ
の
留
学
を
果
た
し
て
お
り
、
日
本
語
お

よ
び
日
本
の
文
化
を
幅
広
く
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
交
換
留
学
の
促
進
に
当
た
っ
て
い
る
の

が
、
副
学
長
補
の
山
﨑
眞
紀
子
教
授
で
す
。
先

生
は
国
際
交
流
担
当
と
し
て
、
海
外
の
大
学
と

の
交
流
協
定
に
基
づ
く
学
生
の
派
遣
と
受
け
入

れ
、
そ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
協
定
校
と
の
交
換
留
学
や
語
学
研
修

な
ど
具
体
的
な
交
流
方
法
を
考
え
る
と
と
も
に
、

大
学
間
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
自
信
を
持
っ

て
薦
め
ら
れ
る
留
学
制
度
の
提
供
に
努
め
て
い

ま
す
」。

　

し
か
し
近
年
、
留
学
制
度
を
利
用
す
る
学
生

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
本
学
は
協
定
校

と
の
よ
り
強
固
な
交
流
促
進
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
折
し
も
本
年
は
、
札
幌
市
と
米
国
ポ
ー
ト

ラ
ン
ド
市
の
姉
妹
都
市
提
携
55
周
年
に
あ
た

り
、
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
札
幌
国
際
プ
ラ

ザ
主
催
の
視
察
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

に
札
幌
圏
大
学
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
幹
事

長
と
し
て
山
﨑
教
授
が
視
察
に
参
加
さ
れ
ま
し

た
。　

　

札
幌
圏
大
学
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、

札
幌
圏
の
22
の
大
学
が
結
集
し
て
学
生
の
留
学

や
海
外
と
の
学
生
交
流
を
活
発
に
し
て
い
く
組

織
。
国
際
プ
ラ
ザ
が
事
務
局
を
負
担
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
記
念
行
事
に
参
加
し
た
目
的
の
一つ

に
本
学
が
協
定
を
結
ん
で
い
る
協
定
校
の
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
大
学
オ
レ
ゴ
ン
校
の
あ
る
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
と
い
う
街
全
体
の
雰
囲
気
を
掴
ん
で
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。「
週
末
に
は
バ
ス
を
利
用
し

て
本
学
の
留
学
生
も
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
街
中
に

遊
び
に
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
街
は
学
生
を
育

て
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
環
境
な
の
か
こ
の
目
で

確
か
め
た
か
っ
た
の
で
す
。

　

札
幌
市
の
姉
妹
都
市
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

留
学
を
促
進
す
べ
き
地
域
と
は
思
っ
て
は
い
ま

し
た
が
、
予
想
以
上
に
美
し
く
安
全
で
文
化
の

香
り
も
高
い
都
市
で
あ
り
、
安
心
し
て
送
り
出

せ
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。」
と
山
﨑
教
授
は

言
い
ま
す
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
の
近
郊
に
建
つ
同

校
と
本
学
は
、
平
成
23
年
に
協
定
校
と
し
て
の

書
面
を
交
わ
し
ま
し
た
が
、
未
だ
交
換
留
学
が

行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
「
オ
レ
ゴ
ン
校
で
は
、
日
本
へ
の
留
学
経
験
が

あ
る
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
学

内
見
学
の
好
機
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

は
大
変
美
し
く
、
寮
を
中
心
に
内
部
ま
で
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
地
は
治
安
も
良

く
、
学
生
街
も
あ
っ
て
、
周
辺
環
境
は
と
て
も

快
適
で
し
た
」
と
、
先
生
は
同
校
の
素
晴
ら
し

さ
を
確
認
。
さ
ら
に
、「
語
学
教
育
の
メ
ソ
ッ
ド

が
素
晴
ら
し

く
、
先
ず
は

短
期
語
学
研

修
に
参
加

し
、
留
学
へ

の
興
味
や
語

学
を
学
ぶ
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
し
て
ほ

し
い
」
と
期

地域共創学群　教授　副学長補

博士（文学）　山﨑 眞紀子 さん

　

後
援
会
で
は
体
育
会
系
だ
け
で
は
な
く
、
文

化
連
合
会
所
属
の
サ
ー
ク
ル
に
対
し
て
も
補
助
・

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
、補
助
申
請
の
あ
っ

た
サ
ー
ク
ル
は
5
団
体
。
そ
の
各
サ
ー
ク
ル
に

対
象
と
し
た
補
助
金
交
付
式
が
今
年
も
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
式
は
後
援
会
役
員
の
紹
介
か
ら
始

ま
り
、
続
い
て
猪
狩
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
ま
し

た
。
会
長
は
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
を
前
に
「
今

年
は
皆
さ
ん
に
一
生
懸
命
が
カ
ッ
コ
い
い
と
い
う

言
葉
を
贈
り
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
言
葉
の
意
味
は
、

”ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
“と

言
わ
れ
る
昨
今
、
日
本

の
伝
統
的
な
文
化
や
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
評
価

さ
れ
、
見
直
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
例
に
出
し
、

そ
の
背
景
に
真
面
目
に

取
り
組
ん
で
き
た
職
人

学
生
生
活
の
一
層
の
充
実
を
願
い
、
課
外
活
動
を
援
助

文
化
系
サ
ー
ク
ル
補
助
金
交
付
式
　
　
　

日
時
／
平
成
26
年
6
月
24
日
（
火
）　
午
後
12
時
〜

会
場
／
第
一
会
議
室

た
ち
の
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

職
人
た
ち
の
真
摯
な
姿
勢
が
”ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
“と
評
価
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
課

外
活
動
に
励
む
学
生
諸
君
も
カ
ッ
コ
い
い
と
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
真
面

目
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
希
望
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

補
助
金
の
交
付
に
対
し
、
大
学
を
代
表
し
て

鈴
木
副
学
長
が
感
謝
の
辞
を
述
べ
ら
れ
、
続
い

て
各
サ
ー
ク
ル
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

各
代
表
は
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、
援
助
金
を

有
効
利
用
す
る
こ
と
を
誓
い
、
式
は
無
事
終
了
。

後
援
会
で
は
今
後
も
課
外
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
、
多
く
の
団
体
か
ら

の
申
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成26年度　文化系サークル補助金交付式

　
　

　
「
選
手
の
自
主
性
を
尊
重
し
、
部
員
同
士
が

切
磋
琢
磨
す
る
な
か
か
ら
個
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
ま
し
た
」
と
、
森
監
督
に
陸
上
部

が
取
り
組
ん
で
き
た
強
化
策
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
の
通
り
、
本
学
陸
上
部

は
「
課
外
活
動
推
薦
」
に
よ
っ
て
、
全
道
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
陸
上
経
験
者
を
中
心
に
、
練
習

メ
ニ
ュ
ー
の
質
と
量
を
ア
ッ
プ
。

　

主
将
を
務
め
る
長
谷
川
さ
ん
は
、「
札
大
陸
上

部
と
い
う
一つ
の
チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
す
が
、
個

人
競
技
が
主
な
の
で
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

て
練
習
し
て
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
練
習
内
容
に
つ
い
て
は
、
監
督
が
自
分
た

ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
く
れ
る
の
で
、
体
調

や
目
標
に
沿
っ
た
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
」。

　

副
主
将
の
織
江
さ
ん
は
、「
特
に
冬
期
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
面
を
強
化
で
き
た
こ
と
が
良
い
結
果

に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
補
足
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
特
に
試
合
前
は
自
分
な
り
に
調
整
し

た
い
と
思
う
部
分
が
あ
る
の
で
す
が
、
監
督
と

話
し
合
っ
て
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
そ
う
し
た
部
の
雰
囲
気
が
大
き
い
で
す
ね
」

と
小
堀
さ
ん
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
な
か
で
唯
一の
2
年
生
、
芥

川
さ
ん
は
「
普
段
は
和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
い

る
ん
で
す
が
、
練
習
に
な
る
と
切
り
替
え
て
真

剣
に
や
っ
て
い
ま
す
」。
そ
れ
も
陸
上
部
の
強
さ

を
語
る
上
で
は
ず
せ
な
い
要
因
だ
と
言
い
ま
す
。

　

森
監
督
は
、「
今
回
我
が
陸
上
部
は
、
男
子

1
0
0
M
、
2
0
0
M
、
4
0
0
M
の
個
人
種
目

の
ほ
か
に
、
男
子
4
×
1
0
0
M
と
、
4
×

4
0
0
M
の
リ
レ
ー
で
も
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
本
学
と
し
て
24
年
ぶ
り
の
快

挙
で
す
。
走
順
は
選
手
の
個
性
を
見
き
わ
め
、

ま
た
、
ラ
イ
バ
ル
校
の
走
順
も
意
識
し
な
が
ら
、

一
走
に
は
一
走
の
、
二
走
に
は
二
走
に
適
し
た
選

手
を
選
び
ま
し
た
。
こ
れ
が
見
事
に
ハ
マ
り
ま
し

た
ね
。
期
待
ど
お
り
の
働
き
を
各
走
順
で
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。」

　
「
監
督
は
そ
れ
だ
け
私
た
ち
選
手
一
人
ひ
と
り

を
よ
く
見
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と

長
谷
川
さ
ん
の
言
う
通
り
、
今
回
の
優
秀
な
成

績
の
背
景
に
は
緻
密
な
戦
略
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

陸
上
部
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
背
景
に
あ

る
も
の
は
、
練
習
質
量
の
ア
ッ
プ
と
戦
略
面
の

成
功
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陸
上

部
の
決
ま
り
ご
と
と
し
て
、
森
監
督
は
4
つ
の

約
束
を
部
員
に
守
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

第
一に
授
業
を
疎
か
に
し
な
い
こ
と
。
こ
れ
は

学
生
の
本
分
は
あ
く
ま
で
学
業
に
あ
る
と
捉
え
、

成
績
不
良
の
も
の
は
練
習
に
参
加
さ
せ
な
い
と

い
う
線
引
き
を
し
て
い
ま
す
。
第
二
に
言
葉
づ

か
い
や
礼
儀
を
重
ん
じ
る
こ
と
。
部
活
動
を
通

し
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
相
応
し
い
態
度
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
考
え
か
ら
、
特
に

厳
し
い
指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
第

三
に
大
学
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
。
部
員
は
学
業
や
練
習
の
合
間

に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
総
合
型
ク
ラ
ブ
「
め
ぇ
〜

ず
」
の
主
催
す
る
交
流
活
動
や
地
域
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
に
自
主
的
に
参
加
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

長
谷
川
さ
ん
と
織
江
さ
ん
は
、「
交
通
安
全
旗

振
り
や
豊
平
お
も
し
ろ
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
な
ど
、
さ

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
す
る
一
方
で
、　

個
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
も
！

リレーを含む5種目で優勝し、
全国大会に14人が出場！　
北海道から旋風を起こす大活躍を！！

平
成
25
年
度
卒
業
生
の
求
人
状
況
・
就
職
状
況

■就職決定状況
　大学の内定率は86.0%で、昨年度比2.9ポイントの増加とな

り、厳しい就職環境にありながらも、改善する傾向を示す結果

となっています。

　また、卒業者数906人に占める就職者数（582人）の割合は、

64.2%（昨年度比5.8ポイント増）です。

　短大の就職決定率は94.4%となり、昨年度比で5.1ポイント

の増加です。

■業種別就職比率
　大学は、サービス業28.4%（昨年22.1%）、小売業18.9%（昨

年22.7%）、公務員・教員11.3%（昨年10.8%）、卸売業10.8%（昨

年14.2%）において２桁の割合を示しています。

　短大は、金融・保険業29.4%（昨年20.0%）、小売業23.5%

（昨年32.0%）、サービス業23.5%（昨年28.0%）において２桁

の割合となっています。

■求人件数
　大学を対象とする求人件数の総数は2,927件（昨年2,636

件）、うち道内企業の求人件数も794件（昨年689件）と増加

しました。

　短大においても、1,486件（昨年1,296件）、うち道内企業の

求人件数が455件（昨年386件）となり、就職希望者の数か

ら見ると短大生にとっては明るい求人内容となりました。

■平成26年 3月卒業生の主な就職先

■業種別就職比率（平成25年度）

小売業　18.9%(110人 )

建設業　1.2%(7 人 )

農林漁業 /鉱業　0.5%(3 人 )

サービス業　28.4%(165人 )

小売業　23.5%(4 人 )

公務員・教員　11.3%(66人 )

金融・保険業　29.4%(5 人 )

卸売業　10.8%(63人 )

サービス業　23.5%(4人)

建設業　5.9%(1 人 )

製造業　5.9%(1 人 )

情報通信業　5.9%(1 人 )

公務員・教員　5.9%(1 人 )

不動産業　7.6%(44人 )

製造業　6.5%(38人)

金融・保険業　5.5%(32人 )

情報通信業　5.2%(30人)

運輸・郵便業　4.1%(24人)

［大学］582人

［短大］17人

■就職決定状況（大学）

経
済

外

　国

　語

経

　営

法

文

　化

経　　　済

英　　　語

ロシア語

経　　　営

ビジネスコミュ
ニケーション

日本語・
日本文化

法

自 治 行 政

文　　　化

合　　　計

172 142 123 86.6% 81.2%

79 67 60 89.6% 87.3%

12 7 6 85.7% 80.0%

264 191 167 87.4% 84.8%

1 0 0 0.0% 100.0%

165 138 123 89.1% 83.2%

1 0 0 0.0% 50.0%

1 1 0 0.0% 0.0%

211 131 103 78.6% 81.0%

906 677 582 86.0% 83.1%

卒　　業
者　　数

就　　職
希望者数

就　　職
決定者数

就　　職
決 定 率

前 年 度
就職決定率

区分
学部学科

■就職決定状況（女子短期大学部）

英　　　文

経　　　営

合　　　計

9 7 6 85.7% 75.0%

19 11 11 100.0% 91.7%

28 18 17 94.4% 89.3%

卒　　業
者　　数

就　　職
希望者数

就　　職
決定者数

就　　職
決 定 率

前 年 度
就職決定率

区分
学科

注1）：決定率の算出方法は、就職決定者数を就職希望者数で割ったものである。

（平成26年3月31日現在）

（平成26年3月31日現在）

(株 ) 北洋銀行／ (株 ) 北海道銀行／札幌中央信用組合／東日本旅客鉄道 (株 ) ／北
海道旅客鉄道 (株) ／北海道エア・ウォーター (株) ／北海道キリンビバレッジ (株)
／ (株) 柳月／イオン北海道 (株) ／ (株) ツルハ／ (株) サッポロドラッグストアー
／ (株) 東急百貨店／北海道空港 (株) ／ＡＮＡ新千歳空港 (株) ／ (株)ＪＡＬスカ
イ札幌／ (株 ) エイチ・アイ・エス／ (株 )ＪＴＢ北海道／ (株 ) 日本旅行北海道／
生活協同組合コープさっぽろ／日本郵便 (株) ほか

(株 ) 北洋銀行／ (株 ) 北海道銀行／札幌中央信用組合／ (株 ) 札幌丸井三越／ (株 )
ＪＴＢ札幌ビジネスセンター／ (株 ) サッポロドラッグストアー／ (株 ) グランビ
スタホテル＆リゾート／ (株) 羽田エアポートエンタープライズ／社団法人札幌ゴ
ルフ倶楽部／ (株)ＲＭＣ／ (株) ヤシマ商会／ (株) イシカリデリカほか

大

　
　学

短

　
　大

後
援
会
役
員
改
選
の
お
知
ら
せ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
学
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
年
齢
層
の
方
と
交
流
で
き
る
の
で
、
社
会

性
と
い
う
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
身

に
付
き
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

小
堀
さ
ん
芥
川
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
と
触

れ
合
っ
た
、『
か
け
っ
こ
教
室
』
が
印
象
に
残
っ

て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。
特
に
芥
川
さ
ん
は
、

「
2
年
連
続
で
参
加
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
昨
年

コ
ー
チ
し
た
子
ど
も
が
、
速
く
走
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
報
告
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も

参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
走
る
楽
し
さ
を
伝

え
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
。

　

そ
し
て
4
つ
目
の
決
ま
り
は
、「
周
囲
へ
の
感

謝
を
忘
れ
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
、
今
自
分
た
ち

が
陸
上
に
専
念
で
き
て
い
る
の
は
、
周
囲
の
理
解

と
応
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
い
う
事
実
を
自
覚
し

て
ほ
し
い
。
今
回
、
後
援
会
さ
ま
に
、
こ
の
よ
う

に
紙
面
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
そ
し

て
全
国
大
会
の
遠
征
の
際
に
補
助
金
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
な
ど
、
多
く
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
の
今
回
の
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
後
援
会
さ
ま
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
の
ご
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。」

と
森
監
督
は
言
い
ま
す
。
陸
上
部
の
強
さ
は
、

こ
う
し
た
真
摯
な
姿
勢
か
ら
も
培
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

今
後
の
目
標
は
全
国
大
会
で
の
決
勝
進
出
。

全
国
で
戦
え
る
走
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
全

員
が
口
を
揃
え
ま
す
。
24
年
ぶ
り
の
好
成
績
を

機
に
、
陸
上
部
の
新
た
な
伝
統
が
今
、
改
め
て

築
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

文化学部文化学科3年生

主将　長谷川 隼人 さん

競
技
だ
け
で
な
く
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る

礼
儀
や
知
識
を
徹
底
指
導
！！

経営学部経営学科3年生

副主将　織江 勇汰 さん

地域共創学群経営学専攻2年生

芥川 翔太 さん

経営学部経営学科3年生

小堀 凌 さん

学生支援オフィス　学生担当・FD担当
課外活動支援室担当

監督　森 義郎 さん

語
学
教
育
に
お
い
て
高
い
レ
ベ
ル
を
誇
る

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学
オ
レ
ゴ
ン
校
を
訪
問

交換留学促進に向け、
パシフィック大学オレゴン校を訪問！！

留
学
は
人
生
の
枝
葉
で
は
な
く
、

幹
を
育
て
る
貴
重
な
機
会

新副会長

宮本  みどり さん

新副会長

太細　博文 さん

インターナショナルスチューデントアドバイ
ザーのメーガン・セレンコさんと

　

平
成
26
年
度
、
札
幌
大
学
後
援
会
の
役
員
は
左
記
の
よ
う
に
改
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

札幌大学後援会役員名簿

平成26年６月7日開催の後援会総会における決議により、次の方 が々役員を退任されました。
旧役員の皆さまには、これまで大変長きにわたりご尽力賜りましたこと、心より感謝申しあ
げます。

役　職

会　長

副会長

〃

〃

〃

監事

〃

運営委員

〃

〃

氏　名

猪　狩　哲　夫

日　浦　和　長

北　崎　義　弘

宮　本  みどり

太　細　博　文

戸　井　敏　夫

三ツ木　芳　夫

酒　井　春　樹

寒河江　正  人

上　野　洋　子

担　当

総括・財務

事　業

広　報

〃

事　業

事　業

〃

広　報

副 会 長　土　谷　　　享

副 会 長　下　澤　敏　也

運営委員　野　橋　孝　実

副 会 長　福　井　敬　悟

監　　事　佐々木　忠　則

札幌大学後援会だより 第43号（2）2014年10月30日札幌大学後援会だより（3）第43号 2014年10月30日
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そ
れ
を
活
用
し
た
補
助
事
業

が
報
告
さ
れ
、
そ
の
内
容
は

出
席
さ
れ
た
保
護
者
の
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
平
成
25
年
度
の
収
支

決
算
報
告
書
を
提
示
し
、
資

金
運
用
の
健
全
性
が
監
事
よ

り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
は
活
動
報
告
か
ら

審
議
事
項
へ
。
平
成
26
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
学
生
の
課
外
活
動
や
学
外
研
修
へ
の
援
助
、
さ
ら
に
資
格

取
得
や
受
験
対
策
へ
の
補
助
支
援
を
報
告
。
今
年
度
も
外
国
人

留
学
生
へ
の
援
助
を
含
め
、
各
種
補
助
事
業
の
継
続
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
保
護
者
懇
談
会
の
開
催
計
画
も
併

せ
て
発
表
さ
れ
、
全
て
の
計
画
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

充
実
し
た
内
容
に
よ
り
、
総
会
は
実
に
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

「
学
生
生
活
の
一
層
の
充
実
を
願
い
、
援
助
金
を
贈
呈
」

　

総
会
に
続
き
、
大
学
へ
の
「
援
助
金
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
役
員
が
出
席
す
る
な
か
、
代
表
と
し
て
桑
原
真
人

学
長
に
目
録
を
贈
呈
。
桑
原
学
長
は
「
50
周
年
に
向
け
、
今
後

と
も
後
援
会
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
て
、
ご
子
女
の
健
全
な
育
成
と
、

大
学
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
後
援
会
は
す
で
に
今
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
、
今
後
も
大
学
お
よ
び
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

創
立
50
周
年
に
向
け
て
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成25年度事業活動及び平成26年度事業計画
平成25年度事業活動 平成25年度決算書

平成26年度収支予算

平成26年度事業計画
　札幌大学後援会では、在学生を支援の主たる対象とし、各種支援事業を平成26年度も継続してまいります。
・主な事業計画は次のとおりです。
　 ①後援会総会の開催（後援会活動活性化の観点から保護者懇談会【6月の札幌大学での開催】との同日開催）、②
札幌大学との共催による保護者懇談会の開催（会議費、旅費交通費等の運営経費を補助）、③学生への経済的支
援（1）課外活動への援助金（全国大会及びこれに準ずる大会等へ参加する部員への遠征費補助、文化系サークル
の活動費を補助）、（2）学外研修への援助金（国内外の宿泊研修、臨地研修等への参加者への資金）、（3）資格取得・
受験対策への援助金（能力開発センター開講講座の資格取得者への援助金、正課授業に係る資格の受験者への援
助金）、（4）外国人留学生への援助金（私費外国人留学生奨学金制度における資金補助）、（5）札幌大学奨学金制
度への援助金（成績優秀者に対する奨学金資金の援助、また23年度からは経済的困窮度を重視した生活支援奨学
金の援助）、（6）地域貢献活動への援助金（めぇーずの活動資金を補助）、（7）広報活動（『後援会だより』の発行）

（1）補助事業
　①課外活動への補助 単位：円

交付団体名 大会名 支出金額

サッカー部
第11回インデペンデンス全日本大学サッカーフェスティバル 151,200
第62回全日本大学サッカー選手権大会 107,100

女子サッカー部 第22回全日本大学女子サッカー選手権大会 44,100
男子バレーボール部 第32回東日本バレーボール大学選手権大会 132,300
女子バレーボール部 第60回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学女子選手権大会 94,500
男子バスケットボール部 第65回全日本大学バスケットボール選手権大会 264,600
女子バスケットボール部 第65回全日本大学バスケットボール選手権大会 302,400
卓球部 第80回全日本大学総合卓球選手権大会(個人の部) 12,600
弓道部 第61回全日本学生弓道選手権大会 79,800

剣道部
第61回全日本学生剣道選手権大会 67,200
第61回全日本学生剣道優勝大会 67,200
第32回全日本女子学生剣道優勝大会 58,800

柔道部
平成25年度全日本学生柔道優勝大会 81,900
平成25年度全日本学生柔道体重別選手権大会 44,100
平成25年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会 94,500

準硬式野球部 第31回全日本大学９ブロック対抗準硬式野球大会 42,000
陸上競技部 第82回日本学生陸上競技対抗選手権大会 31,500
女子羽球部 第64回全日本学生バドミントン選手権大会 73,500

スケート部
第14回大学アイスホッケー交流戦苫小牧大会 210,000
第86回日本学生氷上競技会選手権大会 201,600

ソフトテニス部 第20回日本シングルスソフトテニス選手権大会 6,300

硬式庭球部
平成25年度全日本学生テニス選手権大会 18,900
第50回全日本学生室内テニス選手権大会 12,600

ゴルフ部
第67回日本学生ゴルフ選手権大会 16,800
第60回朝日杯争奪日本学生ゴルフ選手権 16,800

ラグビー部 第64回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 151,200
チアリーディング部 第25回全日本学生チアリーディング選手権大会 50,400
吹奏楽団 第61回全日本吹奏楽コンクール 189,000

20団体 小　計　　　2,622,900

交付団体名 文化系サークルの活動内容 支出金額
アマチュア無線部 道内を移動し無線の交信を行う 50,000 
ジャズ研究会 定期演奏会 50,000
写真部 市民ギャラリーでの写真展 50,000
書道部 札幌大学美術部との合同作品展 50,000
ユニセフネットワーク 健康づくりのためのウォーキング 10,000
美術部 札幌大学書道部との合同作品展 50,000 
軽音楽部 札幌国際大学との合同チャリティーライブ 50,000 
アビーロード音楽研究会 12月定期演奏会 50,000 
アニメーション部 50,000 
民俗音楽研究部 12月定期演奏会 50,000 

10団体 小　計　　　460,000

 課外活動への補助金合計　3,082,900円

　②札幌大学奨学金への援助 ..................................................................................10,000,000円

　③札幌大学学外研修援助金 ....................................................................................4,000,000円

　④札幌大学資格取得等奨励援助金 ...........................................................................2,000,000円

　⑤外国人留学生への援助 .......................................................................................5,500,000円

　⑥札幌大学大学祭への補助金 ......................................................................................50,000円

　⑦卒業祝賀会への補助金 ............................................................................................50,000円

　⑧札幌大学保護者懇談会に係る旅費への補助金 ..........................................................1,185,420円

　⑨札幌大学地域スポーツ・文化総合型クラブへの補助金 .................................................500,000円

 補助費支出合計　26,368,320円

（2）札幌大学保護者懇談会
開催地 開催日 参加人数

札　幌（札幌大学）   6月  8日（土） 197
札　幌（札幌大学）   9月22日（日） 153
釧　路（釧路東急イン）   9月  7日（土）   16
帯　広（帯広東急イン）   9月  8日（日）   19
北　見（北見ピアソンホテル）   9月14日（土）   14
旭　川（ロワジールホテル旭川）   9月15日（日）   16
青　森（青森グランドホテル） 10月  5日（土）     8
函　館（函館国際ホテル） 10月  6日（日）   25
苫小牧（グランドホテルニュー王子）   10月13日（日）   16

合　計 464

保護者懇談会は6月、9月〜10月に全道各地と東北で開かれます。

就職をはじめ、さまざまなご質問やご相談にもお応えしています。

（3）【広報活動について】
　　「後援会だより」を10月30日、3月31日付けの年２回発行

（4）札幌大学後援会総会
　　日時：平成２５年６月８日(土) 　場所：札幌大学　２２０４教室

（5）札幌大学後援会役員会
　〈第1回〉
　　日時：平成２５年５月２３日(木) 　場所：札幌大学　第１会議室
　〈第2回〉
　　日時：平成２５年６月８日(土)　場所：札幌大学　第１会議室
　〈第3回〉
　　日時：平成２５年８月２７日(火)　場所：札幌大学　第1会議室

平成25年度収支計算書（自平成25年4月1日　至平成26年3月31日） 単位：円
科　　目 予　　算 決 算 額 増 ・ 減

収入の部
前年度繰越金 62,783,587 62,783,587 0
第一種会員会費 33,000,000 33,850,000 850,000
第二種会員会費 180,000 192,000 12,000
第三種会員会費 0 0 0
利息 20,000 18,079 △ 1,921
基金取崩収入 0 0 0

合　計 95,983,587 96,843,666 860,079
支出の部
基金充当金 0 0 0
補助費 28,200,000 26,368,320 △ 1,831,680
消耗品費 70,000 23,798 △ 46,202
旅費交通費 450,000 346,920 △ 103,080
印刷費 1,070,000 1,021,860 △ 48,140
通信費 1,100,000 864,778 △ 235,222
支払手数料 50,000 9,711 △ 40,289
会議渉外費 1,970,000 1,417,808 △ 552,192
予備費 200,000 0 △ 200,000

小　計 33,110,000 30,053,195 △ 3,056,805
当年度収支差額（次年度繰越金） 62,873,587 66,790,471

合　計 95,983,587 96,843,666 860,079

平成25年度資産（現預金）・基金内訳表（平成26年3月31日現在） 単位：円
勘定科目 前年度繰越金 3月末 増　　減

《資産の部》
現金（事務室保管） 17,644 5,567 △ 12,077
普通預金（北海道銀行西岡） 47,008,846 50,893,857 3,885,011
普通預金（北洋銀行豊平） 15,757,097 15,891,047 133,950
基金（北海道銀行西岡） 26,000,000 26,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 20,000,000 20,000,000 0

資産合計 108,783,587 112,790,471 4,006,884
《基金の部》
基金（北海道銀行西岡） 26,000,000 26,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 20,000,000 20,000,000 0
収支差額（次年度繰越金） 62,783,587 66,790,471 4,006,884

基金合計 108,783,587 112,790,471 4,006,884

収入の部 単位：円
科　　目 平成25年度決算 平成26年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

前年度繰越金 62,783,587 66,790,471 4,006,884
第1種会員会費 33,850,000 30,000,000 △ 3,850,000 10,000円×3,000人＝30,000,000
第2種会員会費 192,000 180,000 △ 12,000 3,000円×60口
第3種会員会費 0 0 0
受取利息 18,079 20,000 1,921
基金取崩収入 0

合　　計 96,843,666 96,990,471 146,805

支出の部 単位：円
科　　目 平成25年度決算 平成26年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

補助費 26,368,320 28,100,000 1,731,680

札幌大学奨学金援助金
課外活動補助金・卒業祝賀会・大学祭
新入生学生奨励費
学外研修援助金・資格取得等奨励援助金
表彰
保護者懇談会（大学分旅費）
地域貢献費（札幌大学地域スポーツ）

消耗品費 23,798 70,000 46,202
事務用消耗品
コピー用紙

旅費交通費 346,920 450,000 103,080 役員会、保護者懇談会（地方）

印刷費 1,021,860 1,100,000 78,140

封筒作成
各種案内状
会報作成(後援会だより）
印字　
その他印刷

通信費 864,778 1,100,000 235,222
後援会だより発送作業･発送費２回分、会費納入案内   
役員会、総会案内・保護者懇談会等の案内他　　

支払手数料 9,711 50,000 40,289 会費納入振込手数料・業者への振込手数料

会議渉外費 1,417,808 1,970,000 552,192
役員会会議費、総会・札幌会場保護者懇談会参加者昼食費、地方会場費
祝儀等

予備費 0 500,000 500,000
小　　計 30,053,195 33,340,000 3,286,805

次年度繰越金 66,790,471 63,650,471
合　　計 96,843,666 96,990,471

編集後記
　この９月には、道内の石狩、空知、胆振の３地方に数十年に一度の災害に警戒を呼び掛ける大雨特別警報がありました。後援会員
の皆さまにおかれまして被害に遭われた方々には、心よりお見舞い申しあげます。
　昭和 42 年の大学開学当初には高度経済成長へと向かいつつあった日本社会も今では少子高齢化時代を迎え、本学においても過去
に 6,000 人を超えた在学生が、現在概ね 3,000 人となっています。当会が学生の学びを支援する効果は、大学の取り組みと相まって、
58,000 人を社会に送り出し、地域社会の充実と発展に寄与して参りました。
　第 43 号では、学内外のボランティア活動に取り組みつつ今夏の全国大会出場を果たした元気溌剌な陸上部をスクープしています。
また、大学は早くから海外留学を促進し、現在、海外 10 か国・地域 28 大学と交流協定を締結していることに注目し、さらなる交
流促進に向けて山㟢眞紀子教授のパシフィック大学オレゴン校の訪問記も盛り込みました。社会から大きな関心が寄せられる就職に
ついても、相応に自負できる就職率、また就職先に焦点をあてています。
　今後も後援会の視点で大学の情報を発信する際の参考とさせていただきますので、ぜひ皆さまの忌憚のないご意見やご感想をお寄
せいただければ幸いに存じます。

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
情
報
交
換
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
る

「
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
」
お
よ
び
「
保
護
者
懇
談
会
」
を
今
年

も
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
は
大
学
の
活
動
と
今
後
の
展
望
を

報
告
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
保
護
者
懇
談
会
は
ご
子
女
に
つ
い

て
情
報
交
換
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
大
勢

の
皆
さ
ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
当

日
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

「
昨
年
度
の
事
業
報
告
か
ら
今
年
度
の
計
画
を
発
表
、

全
て
の
活
動
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
」

　

総
会
は
定
刻
通
り
、
午
前
11
時
に
猪
狩
会
長
の
挨
拶
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
議
事
進
行
も
猪
狩
会
長
が
務
め
、
ま
ず
平
成
25

年
度
事
業
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
会
費
の
納
入
状
況
と
、

　
「
保
護
者
懇
談
会
」
は
後
援
会
総

会
と
同
日
の
午
後
1
時
よ
り
「
プ

レ
ア
ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
懇
談
会
に
は
主
に
大
学
3
、

4
年
生
の
保
護
者
の
方
を
中
心
に

お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
昨
年
か
ら
札
幌
大
学
へ
の
入
学

を
検
討
さ
れ
て
い
る
高
校
生
の
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
懇
談
会
は
桑
原
学
長
と
後
援
会
の
猪
狩
会
長
の

挨
拶
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
続
い
て
大
学
生
活
全
般
の
説
明
と
就
職
状

況
お
よ
び
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
よ
り
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
関
心
が
高
い
就
職

状
況
説
明
会
で
は
、
担
当
者
よ
り
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
向
け
、

複
雑
化
・
多
様
化
し
た
就
職
活
動
に
取
り
組
む
学
生
に
対
す
る

「
理
解
と
見
守
り
」
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
の
積
極
的
な
利
用
を
促
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
年
月
の
経
過
と
と
も
に
風
化
が
懸
念
さ
れ
る
東
日
本

大
震
災
に
対
す
る
持
続
的
な
支
援
が
「
震
災
復
興
支
援
リ
ム

デ
ィ.
11
」
よ
り
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
学
生
F
D
委

員
会
か
ら
、
学
生
に
よ
る
学
生
の
た
め
の
授
業
改
善
活
動
と
し
て

「
札
大
お
こ
し
隊
」
の
画
期
的
な
試
み
が
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
、
保
護

者
の
皆
さ
ま
が
興
味
深
く
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
る
様
子
が
印
象

的
で
し
た
。

　

最
後
に
、
札
幌
大
学
の
新
し
い
施
設
と
し
て
「
札
幌
大
学
イ
ン

タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
S
U
I
C
C
）」
や
「
女
性

専
用
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
（
S
W
I
T
C
H
）」
が
紹
介
さ
れ
、
地
域

と
と
も
に
歩
む
札
幌
大
学
の
幅
広
い
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
学
部
別
に
個
別
面
談
が
開
か
れ
、
ご
子
女
の
現
在
の

成
績
と
日
頃
の
学
生
生
活
、
さ
ら
に
就
職
に
関
す
る
希
望
や
活

動
状
況
な
ど
、
保
護
者
と
教
職
員
と
の
間
で
熱
心
な
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
は
9
月
と
10
月
に
も
道
内
各
地
お
よ

び
東
北
に
お
い
て
も
開
催
し
、
多
く
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

平
成
26
年
度
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
及
び
保
護
者
懇
談
会

札
幌
大
学
後
援
会
総
会

日
時
／
平
成
26
年
6
月
7
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

会
場
／
札
幌
大
学
2
2
0
4
教
室

新しく広報委員長に就任された「北崎義弘」氏

保
護
者
の
皆
さ
ま
と
大
学
を
結
び
、
大
学
の
今
と
学
生
の
明
日
を
語
る
！

平
成
26
年
度
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
、
保
護
者
懇
談
会

札
幌
大
学
保
護
者
懇
談
会

日
時
／
平
成
26
年
6
月
7
日
（
土
）
午
後
1
時
〜

会
場
／
札
幌
大
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル
ほ
か

■全体説明の内容について
○やる気の出る制度＜本人次第ではチャンスがたくさ

ん！！＞高校では勉強する機会がなかった子でも、まだま

だやり直せるチャンスがある大学だと感じました。本学

にさせて良かったと実感。

　　
■保護者懇談会または本学について
○４年生の親ですが、希望する就職の内定もとれました

し、部活もがんばれましたし、とても充実した学生生活

をおくれました。札幌大学にとても感謝しております。

札幌大学を選んで本当に良かったと思っています。ただ、

高校に対して札大の CMが足りないと思います。

　　
■個別懇談での説明・対応について
○不安に思っていたことを丁寧に説明していただいて、

安心できました。これからもよろしくお願いいたします。

○地方から参加したが、アドバイザーの先生と話が出来

てよかった。

参加された保護者の声

札幌大学後援会総会

保護者懇談会

保護者アンケート

後援会会長あいさつ………………1面

課外活動報告（陸上競技部）

役員改選

文化系サークル補助金交付式……2面

パシフィック大学オレゴン校訪問記

就職状況………………………………3面

平成25年度事業活動及び

平成26年度事業計画………………4面

C　O　N　T　E　N　T　S

昨年の懇談会の様子（札幌）

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
後
援
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
2
0
0
1

年
度
以
降
長
き
に
亘
っ
て
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
対
馬
徳
昭

氏
に
代
わ
っ
て
、
昨
年
度
か
ら
後
援
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
猪
狩
哲
夫
と
申
し
ま
す
。
私
自
身
、
札
幌
大
学
の
卒
業
生
で
、

こ
の
よ
う
な
形
で
母
校
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大

変
光
栄
な
こ
と
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、
大
学
は
1
9
6
7
年
創
立
以
来
、
今
年
で

47
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
会
と
し
ま
し
て
も
、
創
立
50
周
年

の
記
念
す
べ
き
時
代
に
向
け
、
前
述
の
取
り
組
み
が
、
目
に
見
え

た
形
で
着
実
に
進
化
を
遂
げ
る
こ
と
で
、
新
生
「
札
大
」
と
し
て

実
を
結
ぶ
こ
と
を
切
に
願
い
、
大
学
と
の
連
携
に
努
め
る
所
存
で

す
。

　
一
方
、
平
成
元
年
に
設
立
し
た
本
学
後
援
会
は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
父
母
の
皆
様
に
よ
る
ご
尽
力
に
よ
り
運
営
し
今
年
で
26
年

を
迎
え
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
子
女
に
対
す
る
支
援
事
業
と

し
て
、
⑴
札
幌
大
学
奨
学
金
制
度
、
⑵
学
外
研
修
援
助
金
制
度
、

⑶
資
格
取
得
等
奨
励
援
助
金
制
度
へ
の
資
金
支
援
、
⑷
課
外
活

動
に
お
け
る
全
国
大
会
等
出
場
時
の
遠
征
費
補
助
、
⑸
外
国
人

留
学
生
へ
の
修
学
費
援
助
等
を
基
本
線
と
し
て
、
相
応
の
成
果
に

繋
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
後
援
会
事
業
の
重
要
な
柱
の
一つ
と

し
て
「
保
護
者
懇
談
会
」
を
札
幌
大
学
の
ほ
か
に
、道
内
６
会
場
、

東
北
１
会
場
で
実
施
、
さ
ら
に
は
年
２
回
発
信
す
る
「
後
援
会

だ
よ
り
」
で
多
方
面
の
支
援
状
況
等
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

諸
事
業
を
展
開
す
る
後
援
会
の
役
割
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
と

大
学
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
札
幌
大
学
の
伝
統
と

特
色
を
堅
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
も
会
員
の
皆
様
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
ご
子
女
が
多
方
面
で
充
実
し
た
大
学
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
在
学
生
一
人
ひ
と
り
は
も
ち
ろ
ん
、
会

員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
保
護
者
の
視
点
で
有
意
義
な
後
援
会
と

な
る
よ
う
、
こ
の
1
年
間
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

左から桑原学長、猪狩後援会会長、佐藤理事長

後
援
会
会
長 

あ
い
さ
つ
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猪
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哲
夫
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